
岩手
岩手県印刷工業組合

印刷
第87号／令和２年10月15日
発行所／岩手県印刷工業組合
〒020-0122
岩手県盛岡市みたけ5丁目17-10
TEL.019-641-4483
FAX.019-641-6103
E-mail kumiai@iwate-print.net
URL http://www.iwate-print.net/
発行人／斎藤 誠 （ホームページ上でも閲覧できます）

vol.

の
CO N T E N T S

2020. 9
87

和賀の松島（北上市）

令和２年
岩手県印刷工業組合通常総会 ……
　令和元年度事業報告 ……………
　令和２年度事業計画 ……………
上期東北地区印刷協議会 …………
新型コロナウイルス感染症アンケート集計
………………………………………

岩手県中小企業団体中央会からの情報提供
………………………………………

トピックス …………………………

２
３
４
５

８

10
12



2

　５月15日（金）14時30分より岩手県青少年会館において開催
された令和２年度岩手県印刷工業組合通常総会では、新型コロナ
ウイルス感染拡大防止の観点から、出席者を最少数とするため、
理事15名の方にご参集いただきました。出席者30名（本人出席
15名、委任状出席15名）。事務局より提出された議案はすべて可
決承認されました。

提出議案	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 									

第１号議案　	令和元年度事業報告並びに決算書類の承認の件
別紙の通り承認を求む。

第２号議案　令和２年度賦課金の額および徴収方法決定の件
別紙の通り決定を求む。

第３号議案　令和２年度事業計画および収支予算設定の件
別紙の通り決定を求む。

第４号議案　令和２年度取引金融機関決定の件
株式会社岩手銀行、株式会社商工組合中央金庫と取
引することの決定を求む。
ただし、この決議は、次期通常総会まで有効とする。

第５号議案　令和２年度借入金の最高限度額決定の件
一金5,000,000円と決定を求む。

第６号議案　令和２年度新規加入者の加入金額決定の件
一金10,000円と決定を求む。

第７号議案　任期満了に伴う役員改選の件

令和２年・３年度 役員名簿	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 									

令和２年度 岩手県印刷工業組合通常総会

役　　職 氏　　名 事業所名 再任/新任

理事長 斎藤　　誠 川口印刷工業㈱ 再任

副理事長 鈴木　　敦 鈴木印刷㈱ 再任

副理事長兼専務理事 間瀬　浩之 ㈱杜陵印刷 再任

副理事長 新沼　興隆 ㈱大昭堂印刷所 再任

常務理事 主濱　哲也 浜印刷㈱ 再任

常務理事 菊池　忠彦 ㈱菊忠印刷 再任

常務理事 荒川　和行 ㈱文協印刷 再任

理　　事 木村　惠也 ㈲金ヶ崎印刷 再任

理　　事 新田　和央 第一印刷㈲ 再任

理　　事 熊谷　徳夫 ㈲紫波印刷 再任

理　　事 久慈　広志 ㈱久慈印刷 再任

理　　事 駒井　剛機 ㈱文化印刷 再任

理　　事 小松　正美 小松総合印刷㈱ 再任

理　　事 菊池　勝人 河北印刷㈱ 再任

理　　事 菊地　慶矩 川嶋印刷㈱ 再任

理　　事 吉田　　勉 ㈱吉田印刷 再任

役　　職 氏　　名 事業所名 再任/新任

理　　事 金野　広充 ㈲金野印刷 再任

理　　事 新沼　章一 ニイヌマ企画印刷 再任

理　　事 小原　正道 日本フィニッシュ㈱ 再任

理　　事 金田　弘子 ㈱東海印刷所 再任

理　　事 菅原ゆかり 沢倉印刷㈱ 再任

理　　事 津田　徳明 ㈱白ゆり 再任

理　　事 阿部　守雄 ㈱阿部印刷 再任

理　　事 菅原　正行 トーバン印刷㈱ 再任

理　　事 工藤　芳紀 ㈱富士屋印刷所 再任

理　　事 佐々木　裕 永代印刷㈱ 再任

理　　事 阿部　光悦 六三ビジネスフォーム㈱ 再任

理　　事 舘川　　浩 杜陵高速印刷㈱ 新任

監　　事 向井　一澄 大更印刷㈱ 再任

監　　事 吉田　　尹 ㈲河南印刷 再任

顧　　問 吉田　幸一 川口印刷工業㈱ 再任

顧　　問 田口　純二 ㈱橋本印刷 再任
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現場の実践に役立てていただくと共に、印刷業界以外の

幅広い層に理解を深めてもらう試みとしてＭＵＤオープン

セミナーも実施いたしました。

また、今年度も３回の古紙回収事業を実施し、岩手県

緑化推進委員会へ収益金を寄付しております。10月には

印刷営業講座を実施し、22名の若手営業マンが受講し、

19 名の新たな印刷営業士を輩出し、１月には３回目の

ＤＴＰ技能検定を実施しております。

組合員の皆さんのご理解とご協力をいただき、1年間な

んとか組合活動ができましたことに感謝申し上げます。

　①共同受注事業

　〇	復興事業計画推進のため、岩手県ＩＬＣ推進協議会

よりＩＬＣ	ＰＲ用年賀ハガキを受注

　〇岩手県の物品購入等競争入札参加資格申請

　〇盛岡市の物品購入等競争入札参加資格申請

　②復興計画について

【印刷技術及び環境問題対策等の研究】

　○	「印刷業界のための事業承継・Ｍ＆Ａ」セミナー　

30名（令和元年５月 18日）

　○	ＳＯＰＴＥＣとうほく 2019 視察　26 名（令和元年

７月６日）

　○		「印刷機械の管理ポイントから学ぶロス・ミス対

策」セミナー　23名（令和元年８月８日）

　○	ＭＵＤオープンセミナー　51名（令和元年８月28日）

　○	印刷営業講座　22 名（令和元年 10 月 18 日・10

月 19日・10月 25日・10月 26日）

　○	印刷営業士認定試験　23 名受験 19 名合格（令和

元年 11月２日）

　○		「印刷業界のための事業承継セミナーⅡ」７名

（令和元年 11月６日）

　○	「印刷と知的財産権～デザイン価値をどのように価

格に反映させるか～」セミナー　74名（令和２年

1月 17日）

【地域及び社会への貢献】

　○	第 26 回古紙回収を実施（平成 31 年	４月 17 日）

26社（67,260 円）

　○	第 27 回古紙回収を実施（令和元年	７月 17 日）

29社（47,050 円）

令和元年度事業報告

■事業活動の概況

令和元年度は米中の貿易戦争・中東の内戦・イギリス

のＥＵ離脱など、世界経済は不透明感が一層増しながらも

経済はプラスに推移してきましたが、年明けのコロナウィ

ルスの感染拡大により、大きな混乱が発生しました。一

方、国内では、前半は雇用・所得環境の改善から個人消

費が持ち直しましたが、台風 19号の上陸で、中部・関東・

東北に大きな被害が発生しました。10月の消費税増税実

施後は個人消費に陰りが見え、コロナウィルスの感染拡

大により、国内の経済活動も年度末には大幅に減速し、

大変な混乱をきたしております。

県内経済は緩やかな回復基調でありましたが、人口減

少が進み、県中央での人手不足感がますます増大した年

でもあり、消費税アップ後の個人消費の減速に始まり、

年度末にはイベントの中止や延期などがあり、組合員に

も廃業者が発生しました。

このような環境の中、岩手県印刷工業組合は全印工連

から提供される情報や県の実情を踏まえ、組合員に役立

つ情報の提供に今期も努めてまいりました。

今年度は、①年明けに始まった用紙価格の値上げや再

生紙の供給不足に悩まされ、印刷物が減少する中、組合

として各社の用紙値上げ交渉を支援すべく、県庁はじめ

組合員から要望のあった市町村へ「印刷物の発注に関す

る要望書」を提出するなどの支援に努めました。また、

②盛岡市へ「印刷物の効率的な発注に関するセミナーと

知的財産権に関する配慮を啓蒙するセミナー」を実施し、

5市町村の発注担当者に理解を深めてもらいました。また

③１月には、我々自身の知的財産権に対する理解を深め

るため、「印刷と知的財産権・印刷業界において、デザイ

ン価値をどのように価格へ反映させるか」をテーマにし

たセミナーなど３項目をジャグラ岩手県支部と共同で開

催実施しました。

その他に、５月の総会では「印刷業界のための事業承継・

Ｍ＆Ａセミナー」を実施し、11 月には、希望者に第２段

のセミナーを実施しより深い理解をいただきました。

７月にはソプテック東北2019へ貸し切りバスで参加し、

組合員への支援を行いました。８月には「印刷機械管理

ポイントから学ぶロス・ミス削減対策」を実施し、印刷
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【復興へのお手伝いと地域経済の活性化活動】

　○	復興関連図書の販売、情報発信（平成 31年４月１

日～令和２年３月 31日）

　　	売上冊数　29 冊　約 17,167 円。盛岡市手づくり

村に出版物ブースをつくり、復興関連印刷物はも

とより、タウン誌・各地域の出版物を展示販売し

ている。

　○	盛岡市民植樹祭への参加（令和元年	９月 28 日）	

３社（９名）

　○	第 28 回古紙回収を実施（令和元年 10 月 16 日）

27社（37,320 円）

　○	古紙回収収益金を岩手県緑化推進委員会へ寄付

（令和元年 11月８日）（100,000 円）

　〇	岩手県緑化推進委員会より「緑の募金」感謝状を

受理（令和２年２月 28日）

（４）若手組合員の育成

（５）業態変革に役立つ各種情報の提供

（６）地域社会に貢献できるＭＵＤの啓蒙と継続

（７）復興４事業の継続実施

（８）その他

など、これらの事業の推進にはこれまで以上に組合員

の皆さんのご理解とご協力が必要となりますので、今年

度も宜しくお願いいたします。

■復興計画について

令和２年度は、前年に引き続き復興計画４事業を推進

します。

（１）グループとしての共同受注への取り組み状況

　　①	「ＩＬＣの年賀はがき」の共同受注を今年度も実

施したい。

　　②その他各種団体からの受注

（２）印刷技術及び環境問題対策等の研究

　　　	組合員にとって価値あるセミナーや見学会を実

施していきたい。

（３）地域及び社会への貢献

　　①	昨年同様、古紙回収事業は社会的評価が高いた

め、今年度は４回実施したい。

（４）復興へのお手伝いと地域経済の活性化活動

　　①復興関連図書の販売、情報発信

　　	　前年同様、組合員の皆様へ協力を呼びかけ、書

籍などをより一層充実させていきたい。

令和２年度事業計画

■基本方針

今年度の世界を取り巻く環境は、コロナウィルスの感

染拡大がどこまで続くのか分からず手探り状態でありま

す。中国に始まったコロナウィルスは世界中の多くの人

命を奪うばかりでなく、EU経済・イギリス経済・アメリ

カ経済を大混乱に陥れております。また、日本において

も、不要不急の外出自粛要請、学校の臨時休校、イベント、

観光などの春の行楽の中止、東京オリンピックの 1年延

期、「緊急事態宣言」の発出などがあり、大変大きな経済

的なダメージを与えております。

岩手県においては、幸いにも今のところ感染者がなく、

このまま継続してくれることを願っております。　県内

の状況は人口の減少・業界の構造変化に伴う印刷物の需

要減などの影響で、一昨年・昨年と廃業が続いており、

大変厳しいものがあります。

日本の経済が元に戻るには１年半～２年はかかると言

われておりますが、早期回復を願い、組合としては前向

きな取り組みを念頭に置き、今後も組合員にとって役に

立つ情報の提供を行っていきたいと考えております。ま

た、ジャグラ岩手県支部との連携もより深めていく所存

であります。

そのため今年度も下記の取り組みを進めていきたいと

考えています。

（１）全印工連の情報提供と連携対応

（２）	全印工連とジャグラ岩手県支部と連携した「知

的財産権の財産的価値」に配慮した官公庁の実

行状況のチェックと要望の継続

（３）組合財政基盤の充実への取り組みの継続
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　　　　  上期東北地区印刷協議会令和２年度

Ⅰ．挨拶

５月 22日の全印工連の総会において、２期４年務めら

れました臼田前会長から引き継ぎまして、会長に選任さ

れました。

厳しい状況の中で、私たちに課せられた使命を考えた

ときに、組合の「連帯」「共済」「対外窓口」といった基

本的な機能に立ち返って、同じ中小印刷会社の経営者が

集って、一社では解決できない共通の課題に、力を合わ

せて立ち向かっていくことが必要であると考えています。

各県工組におかれましても、それぞれの組合員の皆様

方が大変厳しい状況にあることは、アンケート等を通じ

て明らかになっております。各県工組の理事長の皆様方

と手を携えて、今できることをしっかりとやっていく、

組合の存在意義を高め、印刷産業の地位向上に努めてい

く事業運営をして参りますので、１期２年、どうぞよろ

しくお願いします。

本来であればこの地区協は、ＳＯＰＴＥＣの前日開催で、

懇親会も含め、皆様とお会い出来ることを楽しみにして

おりましたが、ＺＯＯＭ会議での開催となります。先の全

印工連の総会において、滝澤新会長が就任され、本日は

３名の副会長も参加されております。どうぞよろしくお

願いします。

2020 年はオリンピックイヤーであり、日本中が盛り上

がっているはずでしたが、コロナについては誰も予測で

きませんでした。全国的な緊急事態宣言は解除されまし

たが、北九州での第２波、東京アラートの発令等、まだ

まだ予断を許さない状況です。経済に対する影響は甚大

であり、コロナと共存しながら、経済をどう立て直すか、

非常に重い課題を我々は突き付けられています。当面は、

医療体制の崩壊を防ぎつつ、ワクチンや治療薬の開発を

待ちながら、経済活動とのバランスをとっていくしかな

いと思います。様々な国の支援制度を活用して厳しい状

況を乗り切っていくこと、各県工組・全印工連の現場の

声を国に届けていくことが重要であると考えます。

臼田会長の下進められた「HUPPY	INDUSTRY」に代わ

り、滝澤会長の下ではＤＸ（デジタルトランスフォーメー

ション）の推進がメインテーマになっております。まだ

まだよく分からないとの意見も多いと思われ、今後のご

説明に期待しております。

今回のコロナで、様々な価値観や行動の変容が見られ

ます。印刷業界として、社会の変化にどう対応していく

かが我々の重要なテーマです。かつては手動化から自動

化、活字からコールドタイプというように、組合員が同

じ方向に進んできた時代でしたが、各社の多様化、大都

市と地方の違いが顕著になり、全印工連の事業の方向性

や、組み立てには難しさを感じています。地区協改革、

活性化も大きなテーマであり、全印工連と地区協の双方

向性が大事であると考えます。

本日の地区理事長会が有意義なものとなることを祈念

して、挨拶とさせていただきます。

Ⅱ．理事長会　令和２年６月５日（金）
１．全印工連事業概況説明

令和２年事業計画、運営機構、理事・監事並びに常任

役員、委員会委員長の選任等について池尻専務より説明

があり、その後、経済産業省補助金活用による「印刷産

業ＤＸ推進ＰＪ」について、滝澤会長より説明された。

≪全体を通じての質疑応答・意見≫

・	地区協、文化典等の全印工連の費用負担増額等見直し

を検討していく。

・	コロナ対策の各種施策に係る官公需印刷物が、大手の

随契で受注している。地元中小企業への優先発注を全

印工連から議連へ改めて要請して頂きたい。→各理事

長からの意見を集約して要請していく。

・	今後、ＺＯＯＭ会議をセミナー、情報交換の場として

有効に活用していく。

２．東北地区印刷協議会

　（１）	東北地区印刷協議会令和元年度決算報告（案）・

令和２年度収支予算（案）

　（２）	東北地区印刷協議会令和２・３年度役員（案）

について

事務局より説明し諮ったところ、提出された議案は全

て異議なく承認された。

令和２年度上期東北地区印刷協議会は宮城県で開催の予定でしたが、新型コロナウイルス感染症拡大により、初めて

ＺＯＯＭを利用して行われました。理事長会及び各委員会は６月～７月初旬に開催されました。

針生英一 東北地区協会長 挨拶（要旨）

滝澤光正 全印工連会長 挨拶（要旨）
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Ⅲ．各委員会

令和２年６月25日（木）

〔報告事項〕

１．組合員加入挙績工組表彰

　	……………　栃木県工組２社増

２．	令和２年度共済キャンペーン重点工組

　	……………　秋田県、山形県

３．	今期から事業継続計画対策の推進及びクラウドバッ

クサービスの事業の普及・啓発をＣＳＲ委員会から

移管した。

〔依頼事項〕

１．	クラウドバックサービスの普及・加入増強

　	…………… 新規加入目標 18社

２．組合員台帳調査の実施

　	…………… 	各県工組協力のもと提出率 100％を目

指す

〔協議事項〕

１．組合員加入の促進について

　	…………… 東北６県すべて組合員が減少

２．各共済制度加入促進キャンペーンの展開について

　	…………… 組合員数に対する加入率 35％目標

〔その他意見・要望〕

・	栃木工組の組合員数を２社増やすことが出来たのは、

廃業、事業縮小、後継者問題等ある中で、理事長が自

ら動き、社会貢献やボランティア活動等を積極的に行っ

ている会社に声がけし、元組合員の再加入に至った。

・	組合員台帳調査提出率に全国的にかなりのばらつきが

ある。頑張った工組に対して表彰制度を設けたら提出

向上に繋がるのではないか。（検討）

令和２年７月２日（木）

〔報告事項〕

１．	令和元年度技能検定プリプレス職種（ＤＴＰ作業）

合格者数		 ………１、２級合わせて 52名合格

２．	技能検定プリプレス職種（ＤＴＰ作業）の受検料の

減額の継続

３．	Ｖ-ＣＵＢＥ配信動画の拡充

　	…………… 経営者向け・社員向けコンテンツを拡充

〔依頼事項〕

１．印刷営業講座・印刷営業技能審査認定試験の実施

　　…………… 令和２年度は５工組実施予定

２．全印工連特別ライセンスプログラムの周知・普及	

　　…………… 	コンプリートと単体ﾌプランの２つに集約

し、アプリケーション１個から購入可能

３．組合支援セミナーの周知・啓発

４．	ＪＰＰＳ（日本印刷個人情報保護体制認定制度）、

マイウオッチャー（アクセスログ監視システム）

の周知・啓発

　　…………… 	ＪＰＰＳはＰマークやＩＳＭＳに比べて取得

が容易であり、マイウォッチャーは、ＰＣや

タブレット端末を制御してデータの情報

漏洩を防止し、ＮＡＳやファイルサーバー

のログイン履歴・操作ログを記録すること

ができる

〔協議事項〕

１．	全印工連特別ライセンスプログラムライセンス数

増加の目標設定	… 東北 15本

〔その他意見・要望〕

・	ＪＰＰＳ関連、ライセンスプログラム、Ｖ-ＣＵＢＥに

ついて、活発な意見交換が行われた。

組織共済委員会 教育研修委員会

令和２・３年度　東北地区印刷協議会　役員

役　職 氏　名 工組役職 事業所名 担当委員会及び役職名 氏　名 工組役職 事業所名

会　長 針生　英一 宮城県理事長 ハリウコミュニケーションズ㈱ 経営革新マーケティング委員長 五十嵐友和 秋田県副理事長 ㈱アイ・クリエイト

副会長 大門　一平 秋田県理事長 秋田印刷製本㈱ 環境労務委員長 荒川　和行 岩手県常務理事 ㈱文協印刷

副会長 佐久間信幸 福島県理事長 ㈱日進堂印刷所 組織共済委員長 平野　研一 宮城県常務理事 ㈲平野印刷所

幹　事 斎藤　　誠 岩手県理事長 川口印刷工業㈱ 組織活性化担当 守　　　康 宮城県常務理事 モリタ印刷㈱

幹　事 澤田　義治 青森県理事長 不二印刷工業㈱ 共済担当 瀬野尾俊宏 宮城県理事 瀬野尾印刷㈱

監　事 大風　　亨 山形県理事長 ㈱大風印刷 教育研修委員会 大舩　憲司 山形県副理事長 藤庄印刷㈱

官公需対策委員長 田中日露史 青森県常務理事 ㈲ミツワ印刷

ソーシャルビジネス委員長 日下　直哉 福島県専務理事 ㈱クサカ印刷所
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令和２年７月３日（金）

〔報告事項〕

１．厚生年金保険料・労働保険料の納付猶予の特例

２．	厚生労働省　「テレワークにおける適切な労務管理

のためのガイドライン」

３．	厚生労働省　「時間外労働の上限規制「お悩み解

決」ハンドブック」

〔依頼事項〕

１．	環境マネジメントシステム認証・認定制度の普及

推進	……目標数値ＧＰ認定１社、環境推進工場４社

２．	オフセット印刷工場用ＶＯＣ警報器の普及・拡大

　	…………… 目標数値ＶＯＣ警報器３台

３．労務セミナー・幸せな働き方改革セミナーの周知

〔協議事項〕

１．	新型コロナウイルス感染拡大防止に関する労務課

題への対応

２．環境マネジメントシステム認証・認定の周知・啓発

３．オフセット印刷工場用ＶＯＣ警報器の普及・拡大

〔その他意見・要望〕

・	ＶＯＣ警報器、ＧＰ認定は、各工組まだ取得されてい

ない役職者を対象に、啓発活動を行う。

・	テレワークの活用は、印刷工場など現場仕事では、難

しいとの声が寄せられている。

令和２年７月７日（火）

〔依頼事項〕

１．	勝ち残り合宿ゼミについて

　	…………… 令和２年12月～令和３年２月間の開催予定

２．事業承継支援事業の周知

　●事業承継支援センター

　	…………… 	契約 10 件・問い合わせ 85 件（2020.

６. ２時点）

　●事業承継ガイドブック

　	…………… 販売実績 1,709 冊（2020. ５月時点）

　●事業承継セミナー

　	…………… セミナー I・Ⅱ（岩手県は開催済み）

３．	印刷経営動向実態調査の実施と普及

　	…………… 	令和２年 11月～令和３年２月の間に実

施予定

４．ＣＳＲ認定事業の普及と啓発

５．共創ネットワーク通信の配信拡大と活用

６．その他

（１）	ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）の活

用展開企業

（２）ソリューション・プロバイダーとしての実践企業

（３）経営計画書の策定、活用における成功企業

（４）デザイン経営を取り入れた企業

（５）大成功企業におけるビジネスモデル

〔協議事項〕
	 事業承継推進における課題について

〔委員会の数値目標設定について〕

１．	事業承継支援センターに係る相談件数

　	…………… 目標数東北地区３件

２．事業承継セミナーに係る実施工組

　	…………… 目標数　東北地区２件

３．「共創ネットワーク通信」に係るベンダーの配信

　	…………… 全国 20件

４．ＣＳＲワンスター認定新規取得社数

　	…………… 全国７社

〔その他意見・要望〕

・	印刷業経営動向実態調査はメールで実施しているが、

メールだと見逃したり、後回しにして忘れたり、そも

そもメール自体を見ない企業もあるので、郵送などア

ナログな手法も検討いただきたい。

経営革新マーケティング委員会

環境労務委員会

『印刷業界のための
事業承継ガイドブック』

（全印工連発刊）

　  組合員価格
3,000 円（税込）

　購入は、組合事務局へ
お申込みください。
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　新型コロナウイルス感染症拡大は、いまだ収束が見えず、ご承知のとおり、岩手県内においても感染者が報告され
ました。印刷業界においても大変厳しい状況が続いております。当組合では、組合員の皆様の現況を把握するため、
4月に引続き、8月にも下記アンケートを実施しました。
　なお、このアンケート結果は、全印工連、関係行政機関の報告に利用致します。ご協力いただきありがとうござい
ました。

「新型コロナウイルス感染症」に係る影響アンケート 結果
岩手県印刷工業組合

2020年8月：36社（43社中）・回答率84％

〈問１：現在の状況〉　 2020年８月

設　問 回答数 比　率
①	極めて大きく影響　（売上もしくは設備
操業率が概ね前年同期比５割以上減少・
低下）

5 14%

②	大きく影響（売上もしくは設備操業率が
概ね前年同期比２～４割減少・低下） 26 72%

③	ある程度影響（売上もしくは設備操業
率が概ね前年同期比１割以上減少・
低下）

5 14%

④	影響なし（売上もしくは設備操業率が
概ね前年同期並み） 0 0%

（特記）
・7月の売り上げは、昨年同月比で 50%以下となった

〈問２：年内の見通し〉 2020年８月

設問 回答数 比　率
①	極めて大きく影響（売上もしくは設備
操業率が概ね前年同期比５割以上減少・
低下）

6 17%

②	大きく影響（売上もしくは設備操業率が
概ね前年同期比２～４割減少・低下） 24 67%

③	ある程度影響（売上もしくは設備操業
率が概ね前年同期比１割以上減少・
低下）

6 17%

④	影響なし（売上もしくは設備操業率が
概ね前年同期並み） 0 0%

（特記）

2020年4月：31社（44社中）・回答率70％

〈問１：現在の状況〉　 2020年４月

設　問 回答数 比　率

①	極めて大きく影響　（売上もしくは設備
操業率が概ね前年同期比５割以上減少・
低下）

2 6%

②	大きく影響（売上もしくは設備操業率が
概ね前年同期比２～４割減少・低下） 7 23%

③	ある程度影響（売上もしくは設備操
業率が概ね前年同期比１割以上減少・
低下）

14 45%

④	影響なし（売上もしくは設備操業率が概
ね前年同期並み） 8 26%

（特記）
・ホテル、旅館の発注が後ろにずれ込んでいる。

〈問２：４・５月の見通し〉 2020年４月

設問 回答数 比　率

①	極めて大きく影響（売上もしくは設備操業
率が概ね前年同期比５割以上減少・低下） 5 16%

②	大きく影響（売上もしくは設備操業率が概
ね前年同期比２～４割減少・低下） 12 39%

③	ある程度影響（売上もしくは設備操業率
が概ね前年同期比１割以上減少・低下） 12 39%

④	影響なし（売上もしくは設備操業率が概ね
前年同期並み） 2 6%

（特記）
・	イベント等のキャンセルで、ポスター、チラシ、パンフレット
等減少。・イベントの中止。会議・研修会の縮小
・中止。ホテル旅館の宿泊・宴会減。それに伴う印刷物の減。
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〈問４：助成、融資制度の申請〉複数回答有 2020年８月

設問 回答数 比　率

①金融対策（持続化給付金等） 19 41%

②雇用対策（雇用調整助成金等） 15 33%

③その他 12 26%

（特記）

・日本政策金融公庫による設備投資（コロナ関連）

・市、県の助成金　　・印刷部以外で申請

・申請していない　　・融資をうけた

・家賃補助、テレワーク助成金

〈問３：資金繰り〉 2020年８月

設問 回答数 比　率

①	既に取引金融機関・関係機関に相談し
ている 23 64%

②	今後取引金融機関・関係機関に相談する
予定 3 8%

③取引金融機関・関係機関に相談予定なし 10 28%

（特記）
・融資をうけた

〈問４：今後求める支援施策〉複数回答有 2020年４月

設問 回答数 比　率

①	金融対策（具体的な事項があれば下記に
お書きください） 19 59%

②雇用対策（同上） 10 31%

③その他（同上） 3 9%

（特記）・貸付ではなく、給付金の支援が欲しい。
・全ての税金の免除　　　　　・従業員の休業の際の補償
・緊急、無利子、無担保貸付　・緊急、給付金支給
・4月以降、先が見通せないのでわからない。
・	雇用を守るためにも、販路拡大の為、設備の拡充等の支援が
必要と考えます。
・	自己でできる範囲を超えるようなら、関係機関に相談したいが、
あてにはなるまい　・補助金

〈問３：資金繰り〉 2020年４月

設問 回答数 比　率
①	既に取引金融機関・関係機関に相談し
ている 2 6%

②	今後取引金融機関・関係機関に相談する
予定 15 48%

③取引金融機関・関係機関に相談予定なし 13 42%

④その他 1 3%

（特記）・4月以降、先が見通せないのでわからない。
・	今後の動向、情勢を見たいと思う。売上の減少を特に気を
付けて早めに手を打ちたい。今のところは静観したい。
・借入しても返済の見通しが立たない。

問５　その他、雇用・給与・労働時間等に関する影響。また、今後の支援・要望

・雇用調整助成金は、現状のまま延期でお願いしたい。
・コロナウイルスの影響も多いが、それ以前にネットによるブロガー（印刷業）の台頭で印刷価格の下落が厳しい。	
・	売上推移は、来年春頃までは、2～3割弱となるのでは？雇用を維持するためにも、雇用調整助成金を来春まで延長してほしい。
・	従業員に対する対策（雇用調整助成金）だけでなく、中小零細企業に関しては、経営者・役員にも助成金など支援対策を施し
てほしい。
・	受注量が減少しているため、時間短縮勤務や特別休暇を行い、雇用調整助成金を活用することで、従業員の雇用と給与を維持
することができている。従業員の雇用を守ることが最優先事項であると捉えているので、引続き雇用調整助成金など、給与を
保障する制度が最も必要。



10

「事業者向けのコロナ関連施策について」岩手県中小企業団体中央会からの情報提供

新型コロナウイルス感染症に関する支援策について

記載内容は８月末の内容です。制度の詳細や最新の状況は各窓口または本会までお問い合わせ下さい。

なお、中央会ホームページに以下のリンクがありますので、是非ともご活用いただければと思います。

・中央会コロナ関連ページ	 https://www.ginga.or.jp/index.php?adclick=49

・中小企業庁関連ページ	 https://www.chusho.meti.go.jp/corona/index.html

・コロナ対策パンフレット掲載ページ	 https://www.ginga.or.jp/index.php?adclick=50

・岩手県関連ページ	 https://www.pref.iwate.jp/kurashikankyou/iryou/covid19/index.html

①家賃支援給付金
売上が大幅に減り、家賃・地代の負担
軽減が必要な中小企業や個人事業主
直近支払家賃（月額）から算出の給付額

法人 個人事業主

月額最大
100 万円

月額最大
50 万円

×６カ月分

・家賃支援給付金コールセンター

　0120-653-930

④無利子・無担保融資
最近１ケ月の売上高が前年又は前々年
の同期と比較して５％以上減少した方
一律金利とし、融資後の３年間まで

０．９％ 金利引き下げを実施

４年目以降１.11%、融資限度額６億円
貸付期間15～20年（据置５年）

・日本政策金融公庫相談ダイヤル

 0120-154-505

⑦働き方改革推進支援助成金
テレワーク導入を進める中小企業事
業主の通信機器の導入費用などに対
する補助金
対象期間・支給要件が異なる２コースあり

既存のコース
上限 300 万円

コロナ対策コース 
上限 100 万円

・テレワーク相談センター

 0570-550348

②持続化給付金
売上が前年同月比で50％以上減少し
ている事業者（フリーランスを含む
個人事業者、その他各種法人含む）

減少額の給付額

法人 個人事業主

最大
200 万円

最大
100 万円

・持続化給付金事業コールセンター

　0120-115-570

⑤新型コロナ対応資金
売上が減少し、セーフティネット保
証４号・５号、危機関連保証のいず
れかの認定を受けている県内中小企
業者を対象に、

保証料を

全額補給し、３年間無利子化
を実施

・県庁経営支援課

 019-629-5542

⑧ものづくり企業競争力強化
緊急支援事業費補助

中小ものづくり企業等の行う生産性
向上や技術力強化等の取組を支援

補助率
１／２

補助上限額
300 万円／件

・県庁ものづくり自動車産業振興室

 019-629-5552

③セーフティネット保証４号
売上が前年から２割以上減少した中
小企業・小規模事業主
信用保証協会が一般保証限度額と別枠で

借入債務の 100％を保証

最大２．８億円	なお、保証５号は前年
同期比５％以上減少が対象。

・岩手県信用保証協会

　019-654-1500

⑥雇用調整助成金
雇用維持のため労働者に休業手当な
どを支払う事業者

休業手当等に対する助成率引上げ

上限日額１万 5000 円

助成対象の労働者や日数等の条
件も拡充中
（但し３月 31日以前は 8,330 円）

・雇用調整助成金コールセンター

 0120-60-3999

⑨固定資産税等の軽減
本年２～１０月のうち３カ月間の事
業収入が前年同期比減少している中
小企業等

2021年度の固定資産税

30～50％減少 50％以上減少

１／２ 免除 全額 免除

・固定資産税の軽減相談窓口

 0570-077322



令和２年９月号

11



12

トピックス

盛岡支部　新役員のご紹介 
令和２年４月28日（火）

岩手青年印刷人協議会　通常総会開催
令和２年６月23日（火）　盛岡市上田公民館

　令和２年４月 28日（火）に開催された「盛岡支部	通
常総会」では、新型コロナウイルス感染拡大防止に伴い、	
書面議決により、提出議案はすべて承認可決されました。

　令和２年６月 23 日（火）盛岡市上田公民館にお
いて開催されました。令和２年度は役員改選があり、
以下の方々が新役員となりました。

令和 2 年・3 年度　盛岡支部役員名簿

役員名 氏　名 事業所名

支部長 吉田　　尹 　㈲河南印刷

副支部長 間瀬　浩之 　㈱杜陵印刷

幹　事 熊谷　徳夫 　㈲紫波印刷

幹　事 津田　徳武 　㈱白ゆり

幹　事 斎藤　	誠 　川口印刷工業㈱　

幹　事 阿部　守雄 　㈱阿部印刷

幹　事 田口　純二 　㈱橋本印刷

幹　事 小松　正美 　小松総合印刷㈱

幹　事 千葉　　忍 　川嶋印刷㈱盛岡支社

幹　事 菊池　勝人 　河北印刷㈱

幹　事 菊池　忠彦 　㈱菊忠印刷

幹　事 工藤　芳紀 ㈱富士屋印刷所

会計監事 新田　和央 　第一印刷㈲

会計監事 荒川　和行 　㈱文協印刷

令和 2 年・3 年度　役員名簿

役員名 氏　名 事業所名

会長 津田　徳明 ㈱白ゆり

副会長 熊谷　　賢 ㈲紫波印刷

会計 西野　正寿 杜陵高速印刷㈱

幹事 逢坂　武則 川口印刷工業㈱

幹事 新田　恭央 　第一印刷㈲

会計監査 小川陽一郎 ㈱興版社

幹事 主濱　哲也 浜印刷㈱

第29・30・31回　古紙回収事業

　令和２年４月 15日（水）協力業者 30社、
　７月 15日（水）協力業者 25社、
　９月９日（水）協力業者 22社。
　皆様のご協力により、無事に終了することができました。今年度
最後の古紙回収は 11月４日（水）実施予定です。

盛岡支部　臨時役員会並びに月例会開催
令和２年９月８日（火）
ホテルメトロポリタン盛岡NEW WING　参加者14名

　令和２年９月８日（火）12:00 より、ホテルメトロポリタン盛岡
NEW	WING にて 14 名が出席し開催しました。今回は定期の月例会
と併せて、臨時役員会も開催しました。令和２年度会費減免や今後
の事業等について話し合い、新型コロナウイルス感染拡大による影
響について意見交換を行いました。
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新型コロナウイルス感染拡大の影響による
イベント等の中止・延期

・ ７月 ＳＯＰＴＥＣとうほく 2020……中止

・10 月 全日本印刷文化典 長野大会…１年延期

・11月 盛岡支部ボウリング大会……中止

・12 月 デザイングランプリＴＯＨＯＫＵ……中止

・令和３年１月

　技能検定（プリプレス職種ＤＴＰ作業）……中止

今後の組合の予定（行事）

・令和２年 11月４日（水）

　第４回古紙回収　組合事務所にて 15:00 ～

・令和２年 10 月13 日（火）

　第４回常任理事会　岩手県青少年会館にて 13:30 ～

・令和２年 12 月４日（金）

　盛岡支部月例会　会場・開催時刻未定

・令和３年１月　新年交賀会　検討中

お知らせ

わが家のペット自慢！ 写真募集中
　皆様の愛するペットの写真を募集します。お送りいただいた写真は本誌
次号に掲載いたします。募集方法：写真を以下のアドレスへ送信ください。
ペットの名前・種類・エピソードも教えてください。

▪Ｅmail:kumiai@iwate-print.net

　疫病除けといわれる妖怪「アマビエ」が、いまやコロナ封
じに日本中あちこちで大人気です。が、海中に棲む半人半魚のアマビ
エの出現はそんなに古くはなく、天保～明治時代に登場した予言獣と
の説もあります。享保 17 年（１７３２）大飢饉のさなか日本中に流行
したコレラは数万人の命を奪いました。その翌年、慰霊と悪病退散を
祈願して始まり、今なお続いている「ある行事」があります。その「あ
る行事」とは何でしょう？

▪送り先 ／���答え、会社名、氏名をご記入のうえ当組合事務所

　　　　　���（当紙表紙に記載）まで FAX またはメールでご回答下さい。

▪応募締切／令和２年 11月 20 日（金）

▪当選発表／賞品の発送をもって代えさせていただきます。

Q. クイズコーナー

今回の景品　南部鉄玉　アマビエ

前回の答え 前回の答えは
「オーストリア」でした。
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＊現像廃液・定着廃液及び古フィルム、廃油、洗浄液の処理を御用命下さい。

〒028-7801 岩手県久慈市侍浜町堀切11-136-5

TEL 0194-58-3833 FAX 0194-58-3057

長代商店は皆様の産業廃棄物の処理に
誠意をもってお手伝い申し上げます。

＊廃液、廃油、洗浄液、インク缶の処理を御用命下さい。＊廃液、廃油、洗浄液、インク缶の処理を御用命下さい。

0 8



当社は、森林認証紙の販売（流通）により
森林保全に貢献してまいります

洋紙・和紙・特殊紙・ボール紙

株式会社
田澤洋紙店


